
Ａ 試合会場レポート 試合番号 521 開催日 2024/12/15
令和6年度 天皇杯・皇后杯 全日本バレーボール選手権大会 女子 会場： Asueアリーナ大阪

観客数： 2,629 開始時間： 12:00 終了時間： 13:20 試合時間： 01:20 主審： 國頭　亮太 副審： 増岡　三佳子
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( ) ( 妹尾 ) ( ) ( )

　先週対戦した教訓（分析）が甘く
、全体が浮き足立つ要因となってし
まい、相手の勢いを止めることが出
来ず、準決勝での敗戦となりました
。
　気持ちを切り替え、SVリーグでの
頑張りにつなげていきたい。
　４日間に渡り、応援下さった皆様
に心より感謝申し上げます。

長瀬 田口 伊藤 宮部 　４連戦ということで肉体的には疲
れていたが、私達のモットーである
「百％」を出し切るということを一
番大事な瞬間に証明できた。
　本当に素晴らしいバレーボールを
展開することができ、選手たちを心
から誇りに思う。
　決勝戦に向けてしっかり準備し頑
張りますので、引き続き応援よろし
くお願いします。
　本日はありがとうございました。
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＜要約レポート＞
　天皇杯・皇后杯全日本バレーボール選手権大会準決勝、岡山シーガルズ対ヴィクトリーナ姫路の一戦
　第１セット、姫路はチャッチュオンの強烈なスパイクが決まり終始リードする。岡山も金田、中本のスパイクで追い上げを見せるが及ばす、
最後は井上のスパイクが決まり姫路がセットを先取した。
　第２セット、姫路は序盤から伊藤のサービスエースで流れに乗ると、セッター櫻井の巧みなトスワークにより、相手ブロッカーを翻弄し、井
上や宮部のスパイクが要所で決まり得点を重ねる。一方、岡山はリベロ城戸、船田を中心に全員でボールを繋ぎ、金田、小松原のスパイクで追
い上げるも、勢いに乗った姫路を止めることはできず、最後は井上のスパイクが決まり姫路が連取した。
　第３セット、あとの無くなった岡山は、小松原、金田、中本にボールを集め、攻撃を仕掛ける。しかし、姫路・井上のスパイクが要所で決ま
り得点を重ねると、追いすがる岡山を振り切り、最後はチャッチュオンがスパイクを決めて、決勝へ駒を進めた。

作成者： 作田　和美

※本票の著作権は、公益財団法人日本バレーボール協会に帰属します。


